
平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
四
日
提
出

質

問

第

四

二

号

在
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
日
本
国
大
使
館
に
お
け
る
放
火
事
件
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

貴

子
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在
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
日
本
国
大
使
館
に
お
け
る
放
火
事
件
に
関
す
る
質
問
主
意
書

昨
年
六
月
二
十
一
日
、
在
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
日
本
国
大
使
館
に
お
い
て
出
火
騒
ぎ
が
あ
り
、
そ
の
約
半
年
後
の
十
二
月
二

日
、
同
大
使
館
に
勤
務
し
て
い
た
山
田
真
也
三
等
書
記
官
が
、
建
造
物
等
放
火
罪
と
、
更
に
は
業
務
上
横
領
罪
の
疑
い
で
逮
捕

さ
れ
て
い
る
。
右
と
「
政
府
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
八
六
第
五
〇
号
）
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

山
田
書
記
官
は
本
年
二
月
十
三
日
に
起
訴
さ
れ
て
い
る
と
承
知
す
る
が
、
同
書
記
官
の
裁
判
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る

か
、
外
務
省
と
し
て
把
握
し
、
国
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
る
か
。

二

外
務
省
と
し
て
、
冨
永
駐
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
大
使
を
厳
重
訓
戒
と
し
、
帰
朝
を
命
じ
て
い
る
と
承
知
す
る
。
現
在
に
至

る
ま
で
、
冨
永
大
使
は
大
使
と
し
て
の
職
責
を
十
分
に
果
た
し
て
い
る
か
。
外
務
省
の
見
解
如
何
。

三

過
去
の
質
問
主
意
書
で
、
冨
永
大
使
に
今
後
大
使
手
当
は
支
払
わ
れ
る
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
過
去
の
答
弁
書
で
は
、

「
在
外
公
館
の
名
称
及
び
位
置
並
び
に
在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
支
給
さ
れ

る
旨
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
政
府
答
弁
書
」
で
は
、
法
令
上
の
根
拠
が
な
い
と
し
て
、
外
務
省
と
し
て
冨
永
大

使
を
厳
重
訓
戒
に
処
し
た
際
、
同
大
使
へ
の
在
勤
基
本
手
当
の
減
額
は
し
て
い
な
い
旨
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
放
火
事

件
が
発
生
し
た
大
使
館
の
責
任
者
が
、
形
だ
け
の
厳
重
訓
戒
処
分
を
受
け
、
そ
の
他
諸
手
当
は
何
も
変
わ
ら
ず
支
給
さ
れ
る

一



と
い
う
処
分
の
在
り
方
は
、
国
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
も
の
か
。
外
務
省
の
見
解
如
何
。

四

冨
永
駐
コ
ン
ゴ
大
使
に
帰
朝
を
命
じ
た
か
、
そ
の
後
冨
永
大
使
と
外
務
省
の
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


